
令和５年度 学校関係者評価報告書 

 

学校法人 有坂中央学園 

専門学校 中央情報大学校 

 

学校法人有坂中央合学園 学校関係者評価委員会は「令和５年度自己点検・評価表」の結果

に基づいて学校関係者評価を令和６年３月２１日に実施しました。各委員から提出された

意見をまとめ、下記のとおり報告いたします。 

 

１．中央情報大学校 学校関係者評価委員 

業界関係者：新井 照秋 （日本パスコム株式会社） 

業界関係者：猪俣 猛  （株式会社 CRI中央総研） 

業界関係者：小池 正律 （中央キャリアネット株式会社） 

業界関係者：松本 州史 （東京理器株式会社） 

卒 業 生 ：池田 裕樹 

保 護 者 ：剣持 美香 



２．令和４年度自己点検・評価における学校関係者評価 

評価項目 評価 評価に対する今後の学校の取組 

１．建学の精神・教育理念・

教育目的・教育目標 

●教育理念を明文化し、周知

徹底を図っている。 

●各修業期間における教育

目的・目標、教育計画が文書

化され、提示されている。 

○企業、高校、保護者へのニ

ーズ調査を行い、更なる関係

者への情報提供の強化を図

る。編成委員からの意見集約

も行う。 

２．学校運営 ●学校の管理・運営体制が確

立されている。 

 

 

●ISO29993マネージメント

システムの改善見直し。 

○理事会・評議員会の定期的

な開催、各種規定の文書化を

継続。スタッフディベロップ

メントを強化する。 

〇職員全員の理解をした上

で ISOを進めていく。 

３．教育活動 ●各学科の教育目標、育成人

材像に向けたカリキュラム

作成などの取り組みがされ

ている。 

●各学科の教育目標、育成人

材像に向け教員の資質維持

や向上に向けた取り組みが

されている。 

●各種イベント実施後の振

り返りを重視してもらいた

い（松本） 

○授業シラバスの導入を検

討する。また、学生アンケー

トの結果を授業に反映する。 

 

○IT リテラシー内部評価テ

ストを職員向けに実施。不足

職員には継続的な研修とス

キルアップを図る。 

○イベント実施後は、改善事

項を取りまとめている。今年

度の振り返りは次回の評価

委員会で回答したい。 

４．学修成果 ●各学科の教育目標、育成人

材像に向けて教育環境が整

備・活用されている。 

●卒業後のキャリア形成の

効果を把握するために、卒業

生の近況等追跡調査をする

べき。 

●情報系学生を中途でも採

用していきたいので指導部

を絡めて何か仕組化できな

いか？（小池） 

○より良い教育環境を提供

するための改善を継続・推進

する 

〇就職指導センターによる

企業への在籍調査を行って

いるが、改善に繋がる調査量

には達していない。 

○OBOG の組織を活発化し

て新たなコミュニティの創

設を考えている。 



評価項目 評価 評価に対する今後の学校の取組 

５．学生支援 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●各学科の教育目標、育成人

材像に向けて入学前から卒

業後まで学生支援が整備さ

れ組織的に行われている。 

 

 

 

●インターンシップを取り

入れることで新卒社員の離

職を軽減することができる。 

 

●働く人のスキルを向上さ

せるため、リカレント教育等

を専門学校にしていただき

たい（小池） 

●校内カウンセラーの所へ

学生が自由に行ける環境が

あるのか？（小池） 

●退学フォローはどのよう

なことをしていますか？（松

本） 

○入学前のオリエンテーシ

ョン、在学中のキャリアサポ

ート・健康管理・経済支援、

卒業生への学校情報・職業紹

介等を継続。学生のメンタル

ヘルスサポート、指導教員へ

の相談サポートを強化する。 

〇情報、デザイン、電気とい

う分野での受入企業の開拓

が難しいがマッチングを模

索したい。 

〇オンラインでの学習支援

等をしていければと思う。 

 

 

○学生自身の申込、担任によ

る申込で実施している。 

 

○日常生活の中で学生が出

すサインを見逃さないこと。 

６．教育環境 

 

●設備・備品の定期的な管

理・点検がされていない。 

 

●動画のオンデマンド配信

において学生の視聴状況を

どう測っているか。 

〇機材の整備は整ってきた

ので、オンライン教材を発展

させていきたい。 

〇学習状況を確認するため

理解度を測る小テストを実

施している。 

７．学生の受け入れ募集 ●学園祭や卒業制作展など、

入学対象者に向けた学校Ｐ

Ｒブースを設け、対応できれ

ば良い。 

 

●不登校学生の学び直しの

機会等への対応は？ 

 

〇イベント時には常勤職員

が同行し、質問等には対応し

ている。学校全体を知る職員

は少ないため、情報の共有化

が必要である。 

〇一から教える授業体制を

取っており、学び直しが必要

な学生にも対応している。 



●高校生の募集についてど

のように活動しているのか

教えてほしい（松本） 

○主に高校の校内ガイダン

ス、オープンキャンパス、

SNS の発信等。今後は各種

講座も増やしていきたい。 

８．教育の内部質保証システ

ム 

●各学科の教育目標、育成人

材像に向けて自己点検・評価

活動の実施体制が確立され

て改革・改善のためのシステ

ム構築がされている。 

●ここで出た評価を他校と

の比較として使用してみて

はどうか？（猪俣） 

○自己点検・評価の実施、計

画の検証、結果公表を継続。 

 

 

 

○全国との比較等は行って

いない。同一基準で行ってい

ないので比較は難しい。 

評価項目 評価 評価に対する今後の学校の取組 

９．財務 ●財務体質が健全であり、財

務運営が適切に行われてい

る。 

 

 

○予算計画策定、財務情報公

開、施設設備の保守・管理を

継続。図書管理規定を文書化

する。 

10．社会貢献・地域貢献 ●地域清掃やボランティア

活動、地域イベントへの参加

などを積極的に行っている。 

コロナ対策により高崎祭り

が中止になり、リアルでのボ

ランティア活動が難しい。 

●地域のことを学校が知ら

ないケースが多く、地元の企

業との連携を深めてもらい

たい（小池） 

○本校の教育資源を十分に

活用して、社会貢献・地域貢

献を行っている。オンライン

ボランティアの実施も視野

に検討したい。 

 

○リカレント講座や学童教

室、高校生に自習教室の提供

など、地域に還元する取組を

行っている。 

11．国際交流 ●グローバル化に対応でき

る人材育成をどのように行

っていくか検討が必要。 

 

●電気工事士試験において

国家資格取得させたことが

すばらしい。 

 

○実践的技術を習得できる

ＩＴ・電気・ＣＡＤ専攻にて

資格に裏付けられた技術力

を持つ人材を育成する。 

○試験はルビ振りの問題を

使って実施。２名が第一種電

工を取得。更なる資格取得者

の増加をめざしたい。 



 ※上記、「評価」の列は学校関係者評価委員による評価を記載。個人での発言があった評価は文末に個

人名を記載。評価委員の総意を頂いた評価は、個人名での記載はしていない。 

 

３．総評 

各委員から高い評価を受けた事項としては、イベントが多く活気ある学校のイメージ、教

職員の高いモチベーション、各種イベントでの実績、学校の対応内容について意見をいた

だいた。学校が取り組むべき課題として、社会人ニーズの高まりへの対応、地元企業への

就職対策について挙げられた。また、学生募集の観点で募集方法や募集対象生との接点の

持ち方についても質問と意見をいただいた。次回の学校関係者評価委員会において、情報

系学生の獲得をしたい地元企業との接点を持つために、卒業生のコミュニティ作りについ

て具体的な仕組み作りを検討してほしいと提言をいただいたので、その提言への回答がで

きるよう改善を進めたい。有坂中央学園中央情報大学校の教育活動、学校運営は引き続き

高い水準で維持されていると評価する。学校評価サイクルの現状は有効に機能しており、

このＰＤＣＡサイクルを継続することで更なる向上を望む。 

以上 


